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    昆虫脳を模倣した EdgeAI の開発と応用 

 

技術分野分類 1101：計算機システム 1204：知能情報学 5606:：制御システム  

技術キーワード  （１）組み込みシステム （２）機械学習 （３）制御機器  

産 業 分 類  ２８ 電子部品・デバイス・電子回路製造業                   
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概  要 

 

昆虫脳の中枢である微小脳：「キノコ体」は、新しく現れた感覚情報を効率

良く学習していることが分かってきました。私達はこの機能を数学的にモデ

ル化する研究を行うと共に、これをヒントとする実用的な学習理論を構築し

ています。 

 

従来技術・ 
競合技術 
との比較 

（優位性） 

エッジに組み込み可能なＡＩモジュールで、on-chip 追加学習が、few-shot

で実現できる。既存のマイコン、FPGA でも組み込みが可能でほぼリアルタイ

ムでの学習が可能。容量制限以内で追加学習を継続する。 

①「瞬時」追加学習能力（破滅的忘却を抑制+超高速適応） 

②リソースマネージメント（限られた容量以内で継続学習） 

③連続関数近似・分類問題に適応可能 

④リソース制限下でのベンチマークテストで最高水準を実現しました。 

本技術の 

有用性 

組み込み機器を念頭に置いたエッジ組み込みＡＩを用いた制御用途、ネット接

続ができない環境での追加学習が必要なタスク、瞬時適応が必要なタスク 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 組み込み機器、電源制御回路、環境変化追従タスク、個人適応型デバイス 
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